
 
令和４年度 乳用牛における農場管理技術研修会 
「農場ＨＡＣＣＰ及びＪＧＡＰによる農場管理」 

開催要領 
 
１．目 的 

消費者に安全な畜産物を供給するためには、製造・加工・流通段階はもとより、生
産段階においても飼養衛生管理対策の徹底が必要です。また、環境保全・人権と福祉
へ配慮した持続可能な農場経営が求められています。 
農場ＨＡＣＣＰは「飼養衛生管理基準」に基づく衛生管理とＰＤＣＡサイクルによ

るマネジメントを行うことで、家畜と畜産物の安全性を確保する取り組みであり、Ｊ
ＧＡＰは農場ＨＡＣＣＰの一部にアニマルウエルフェア、労働安全、人権の尊重、環
境保全が加わった持続可能性な農場経営への取り組みであり、持続可能な世界をつく
るＳＤＧｓにも貢献できる取組です。 
本研修会では、畜産物の生産段階での飼養衛生管理の向上と持続的な農場経営支援

のために、農場ＨＡＣＣＰ及びＪＧＡＰを理解していただくことを目的に、この度、
「農場ＨＡＣＣＰ及びＪＧＡＰによる農場管理」をテーマに研修会を開催いたしま
す。また、オンラインにての参加も可能といたします。 

 
２．開催日時及び場所 
 

開催日 令和５年１月２７日（金） １３：００～１６：００ 
※  オンライン参加者は １５：００迄 

  開催場所 （独）家畜改良センター岩手牧場大会議室 
（オンラインによる参加は Microsoft Teams を利用） 

３．内 容  

 
  １３：００ ～ 挨拶ほか 
  １３：１０ ～ １５：００ 講演・事例紹介 
     １）「ＪＧＡＰ畜産の基準文書の改定について」（13:10～14:00） 

 
一般財団法人 日本ＧＡＰ協会 運用管理部マネージャー 

    石川 久美子 氏 
※）オンラインによるご講演 

 
２）「株式会社 Kalm 角山（農場 HACCP、JGAP認証牧場）での取り組みについて」 

       （14：00～14:30） 
株式会社 Kalm 角山 代表取締役兼 CEO 川口谷 仁 氏 
 

３）「家畜改良センター岩手牧場におけるＪＧＡＰの取組について」 

             ～自給飼料生産工程を中心～   （14:30～14:50） 

家畜改良センター岩手牧場 業務課 業務専門役 藤澤 保 

 
 



    １４：５０   質疑応答・意見交換  
                               
    １５：００  オンラインによる研修会終了 
 
  １５：１０ 現地研修・現地での意見交換 ※ 見学希望者のみ 
   １）搾乳施設（15：10～15：30） 
   ２）職員詰所及び機械整備庫（15：30～15：50） 
 
  １６：００ 現地研修終了 
 
※）１２：４５～ オンラインでの接続開始予定。 
 
 
４．参集範囲 

 生産者、関係指導機関、試験研究機関、関係団体 等 
 

 
５．参加登録と定員 
 （１）申込方法 
    電子メールまたはＦＡＸにて必要事項記入の上、下記窓口にお申込みください。 

なお、電子メールにて申し込む場合は、メールの件名に「農場管理技術研修会参
加希望」とご記入の上、ご所属、部署・役職、連絡先（電話番号、メールアドレ
ス）、オンライン参加・岩手牧場での参加どちらかの希望をメール本文にご記入
の上、お申込みください（セキュリティ対策のため添付ファイルでの申込は受け
付けません。）。 
 ＦＡＸで申込みの場合は、別紙 参加申込書に必要事項ご記入の上ご提出願い
ます。なお、オンライン参加をご希望の方は、必ずメールアドレスを記入し提出
お願いいたします。 

    お申込みﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ y0fujikura@nlbc.go.jp 岩手牧場業務課課長補佐 藤倉 
FAX  019-641-4725                         

               
 

 （２）申込締切 
    令和５年１月１６日（月）１７時必着 
 
 （３）定員 

  オンライン参加者：４０名程度（オンライン回線として最大４０回線まで） 
  現地参加者（岩手牧場での参加者） 最大２０名 

    ※）新型コロナウィルス感染症の感染状況等により、岩手牧場での参加及びオ
ンラインでの参加人数について調整させていただく場合がございます。 

 
（４）参加用 URL のご連絡 

  Microsoft Teams 参加用の URLは、研修会前日までに事務局からメールで御連絡
いたします（オンライン参加者に対しては、事前接続確認テストを行う予定として
おりますので、電子メールにて接続テスト日時、接続テスト用 URL をご案内いたし
ますので、ご協力お願いいたします）。 

 
 
６．現地で参加される場合の制限について 

mailto:y0fujikura@nlbc.go.jp


（１）現地参加（全員）の方へ 
新型コロナウイルス感染症防止の観点から、当日の検温、マスクの着用をお願い

いたします。体温が３７．５℃以上の方は参加をご辞退していただきます（会場で
も検温させていただきます）。 

 
（２）見学希望の方へ（当日、事務局が用意した確認書への記載もお願いします。） 

・見学当日、当場に来場される前に、他の畜産施設等（自宅の畜産施設を含む）に
立ち入らないこと。 
・過去１週間以内に海外から入国し、又は帰国していないこと。 
・過去４ヶ月以内に海外で使用した衣類及び靴を着用してこないこと。 
・その他家畜改良センター岩手牧場から指示された防疫に関する事項を守ること。 

    
       事務局担当者 

〒020-0123 岩手県盛岡市下厨川字穴口 72-21 
        （独）家畜改良センター岩手牧場 業務課 藤倉 裕  
            E-mail y0fujikura@nlbc.go.jp 
                TEL  019-641-2130    FAX  019-641-4725 
     
     ※現地参加者の方は、筆記用具は各自持参ください。 
    
    


